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Abstract: Reporter had moved to Yanbaru area since 10 years (2007-2017) as local development coordinator to produce the system, 

values and atmosphere for nature conservation and economical success. Oku, Sosu, Ada and Aha area had human being surrounding 

protected area and their life, work and culture are deeply connect with nature resources.  

 This Report will focus about the process, the products and peoples who are living this area. 

 

要旨：次年度以降の世界自然遺産登録を控える「奄美大島，徳之島，沖縄島北部，及び西表島」。 

 2017 年 10 月にユネスコの諮問機関 国際自然保護連合（IUCN）専門調査官による現地視察を終えた。対象とな

る保護地域は自然保護を目的として指定される区域であるが，沖縄島北部「やんばる国立公園」は暮らしや生業，伝

統的な行事を未来世代に繋ぐ文化的背景を持つ価値，及び自然体験やツーリズム型の観光の場として利用が想定さ

れる経済的価値等，地域住民が当該地域に見いだす価値は多様である。自然資源を維持する為の規制が過大になった

場合，地域住民は反発し，自然との関係性は断絶し，その価値自体が喪失しかねない。 

 2007 年「元気なへき地ネットワーク」設立後，筆者が NPO 法人やんばる・地域活性サポートセンターに属して，

沖縄島北部（やんばる）国頭村東海岸地域の地域住民と持続可能な地域運営と自然保護の取り組みを二地域居住で取

り組んだ経緯を整理し，成果や課題を明らかにしつつ，奥区，楚州区，安田区，安波区の現状を報告する。 

  


